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１ 研究しようと思ったわけ  

  みのむしの服をよく見ると、木の枝や葉っぱを使っていて、色や形がちがいました。そこで、

おうちにあるいろいろな材料でも服を作るのかなと思って、実験することにしました。 
２ 研究の方法 

(1) みのむしやみのむしの服を観察する。 

(2) 家にある材料３つと、服なしみのむし４ひきを虫かごに入れて様子を観察する。 

３ 研究の結果 

(1) みのむしや服について  

○足は 14本あり、葉を食べているとき、服から顔と体を少しだしていた。 

○服をきたまま動くときは、シャクトリムシみたいにぐにゃぐにゃ動いてはやかった。 

  ○皮の中は、はだ茶色ぽくって、きれいだった。 

  ○服の下は、糞が外に出るように伸び縮みする袋になっていた。        

(2) みのむしの服 実験 

 実験１(布系) 実験２（植物系） 実験３(文房具系) 実験４(きらきら系) 実験５(ふわふわ系) 実験６（枯れ系） 

準 備 し

た材料 

ピンクの服とた

こ糸とつまよう

じ 

庭にあった葉っ

ぱと草と紫色の

花 

ノートの切れ端

と、えんぴつ、け

しごむのかす 

キラキラテープ

と折り紙とスト

ローの切れ端 

綿とガーゼとテ

ィッシュを切っ

たもの 

いつもどおり枯

れ葉と枝と木の

皮 

５日後 

 

 

服の下に服を作

っているようで

おもしろい 

２ひきぶらさが

っていた。花と草

がとてもきれい 

紙の下にかくれ

ていた。動きはな

かった。 

かくれているが、

服は作っていな

かった。 

みんな綿の中に

いた。雲のかたま

りみたいだった。 

大きい服もあっ

たし、普通の服も

あった。 

好きな服

◎○△ ◎ ◎ ○ △ ◎ ◎ 

 

 

写 真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) みのむしの大好きな服を決めるために、６つの実験で、みのむしがよく使った材料 

   （布＋糸＋綿＋枯葉＋木の枝＋草）とみのむし６ぴきで、最後の実験をしてみた。 
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★ みのむしが一番好きな服 は、「ぬの」だった。（綿も少し好きだった。） 

４ 研究のまとめ 

  ○予想どおり、布系の材料はやわらかいので、すぐ服をつくることがわかった。 

  ○予想とちがい、ふわふわ系も服を作った。布と同じで、やわらかい材料は好きだと思った。 

  ○きらきら、文房具系は服をあまり作らない。硬くて光るものは、作りにくいのかなと思った。 

  ○布はすぐにくるりと丸めていたので、簡単に服を作ることができる布が一番好きだと思った。 
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